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議長会HP

第
１
７
１
回
建
設
運
輸
委

員
会
（
委
員
長
＝
奥
田
勇
阿

南
市
議
長
）
が
６
月
３０
日
開

か
れ
た
。
来
年
度
予
算
編
成

に
向
け
、防
災・減
災
対
策
の

強
化
な
ど
を
求
め
た
国
へ
の

要
望
書
を
決
定
、
同
日
、
奥

田
委
員
長
、
中
野
康
子
副
委

員
長
（
牧
之
原
市
議
長
）
が

政
府
・
与
党
の
要
職
に
面
談

し
、
そ
の
実
現
を
要
請
し
た
。

要
望
書
は
、
先
の
第
９７
回

定
期
総
会
で
採
択
し
た
全
委

員
会
共
管
決
議
の
う
ち
、
①

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
禍
を
展
望
し

た
地
方
行
財
政
の
充
実
②
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
③
頻
発
・
激

甚
化
す
る
大
規
模
災
害
等
か

ら
の
防
災
・
減
災
対
策
及
び

復
旧
・
復
興
対
策
等
―
の
３

本
を
明
記
。
こ
の
ほ
か
、
同

委
の
個
別
要
望
と
し
て
①
自

然
災
害
対
策
②
各
種
交
通
基

盤
整
備
③
都
市
基
盤
整
備
④

観
光
施
策
―
の
各
推
進
を
求

め
た
。

こ
の
う
ち
、
総
会
決
議
の

「
③
頻
発・激
甚
化
す
る
大
規

模
災
害
対
策
等
」
で
は
、「
防

災・安
全
、
国
土
強
靭
化
の
た

め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
の

着
実
な
推
進
」
を
求
め
る
と

と
も
に
、
避
難
所
で
の
集
団

感
染
防
止
対
策
へ
の
財
政
支

援
な
ど
を
要
望
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
委
個
別
の
「
各

種
交
通
基
盤
整
備
」
で
は
、

地
域
公
共
交
通
の
維
持
・
確

保
に
つ
い
て
、
路
線
維
持
へ

の
財
政
措
置
や
、
次
世
代
移

動
サ
ー
ビ
ス
の
Ｍマ

ー

ス

ａ
ａ
Ｓ

（
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
ア
ズ
・
ア
・

サ
ー
ビ
ス
）
を
は
じ
め
と
す

る
新
た
な
手
法
の
可
能
性
や

限
界
を
明
ら
か
に
し
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
示
す
こ
と
を
求

め
た
。
観
光
施
策
推
進
に
つ

い
て
は
、
感
染
リ
ス
ク
を
軽

減
し
つ
つ
、
よ
り
多
く
の
旅

行
機
会
を
創
出
し
、
地
域
経

済
を
活
性
化
す
る
「
新
た
な

旅
の
ス
タ
イ
ル
」
促
進
事
業

へ
の
拡
充
強
化
な
ど
を
要
望

し
た
。

こ
の
日
は
、
要
望
書
決
定

に
先
立
ち
、
横
山
征
成
内
閣

府
参
事
官
か
ら
、
最
近
の
内

閣
府
の
防
災
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

奥田建設運輸委員長
（阿南市）

会
議
終
了
後
、
奥
田
委
員

長
、
中
野
副
委
員
長
が
永
田

町
の
議
員
会
館
を
訪
れ
、
要

望
書
を
手
渡
し
た
政
府
・
与

党
要
職
は
次
の
通
り
。

▽
土
井
亨
衆
議
院
国
土
交

通
委
員
会
理
事
▽
大
野
泰
正

参
議
院
国
土
交
通
委
理
事
▽

平
口
洋
自
民
党
国
土
交
通
部

会
長

土井衆議院国土交通委理事（中央）へ要望

大野参議院国土交通委理事（中央）へ要望

平口自民党国土交通部会長（中央）へ要望

１	自然災害対策の推進①台風・豪雨
対策の推進②地震・津波対策等の
推進③災害復旧・復興支援④災害
対応の充実強化

２	各種交通基盤整備の推進①道路の
整備促進②新幹線鉄道等の整備促
進③公共交通の維持・確保▽地域公
共交通の充実強化▽自動車運送事
業等に対する支援▽鉄道事業に対す
る支援▽離島航路等に対する支援④
空港の整備促進⑤港湾の整備促進

３	都市基盤整備の推進①社会資本整
備事業等の推進②市街地整備の推
進③所有者不明土地・空き家対策の
推進④下水道整備の推進

４	観光施策の推進①魅力ある観光地
域づくりの促進②新型コロナウイルス
感染症収束後の訪日外国人の増加
に向けた施策

第
171
回
建
設
運
輸
委
員
会

防
災・減
災
対
策
強
化
を
要
望

策
強
化
を
要
望

要望事項（建設運輸委員会議決事項）要望事項（建設運輸委員会議決事項）
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あいさつする藤本会長
（岩国市）

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会
（
会
長
＝
藤
本
泰
也

岩
国
市
議
会
議
長
）
は
７
月
１
日
に
第
１
０
０
回
理
事
会

を
開
催
し
、
基
地
対
策
関
係
施
策
の
充
実
強
化
に
関
す
る

要
望
書
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
翌
２
日
に
は
基
地
関
係
国

会
議
員
と
の
情
報
連
絡
会
を
開
催
し
、
終
了
後
に
関
係
省

庁・国
会
議
員
へ
要
望
活
動
を
展
開
。理
事
会
で
決
定
の
要

望
書
を
も
と
に
基
地
交
付
金
・
調
整
交
付
金
の
増
額
確
保

な
ど
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
た
。

７
月
１
日
、
本
会
基
地
協

議
会
は
第
１
０
０
回
理
事
会

を
都
内
で
開
催
。
基
地
交
付

金
・
調
整
交
付
金
の
増
額
確

保
な
ど
を
柱
と
す
る
要
望
書

を
決
定
し
た
。

冒
頭
、
藤
本
会
長
は
「
基

地
対
策
関
係
予
算
の
確
保
、

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議

会
協
議
会
（
会
長
＝
髙
橋
靖

銘
御
殿
場
市

議
会
議
長
）

は
７
月
５
日
、

書
面
に
よ
り

正
副
会
長
・

監
事
・
相
談

役
会
議
を
開

催
。「
高
速
道

路
建
設
・
整

備
促
進
等
に

関
す
る
要
望

書
」
を
決
定

し
た
。

要
望
書
は
、

①
建
設
促
進
②
高
速
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
更
な
る
機

高速道路整備促進求める高速道路整備促進求める
正副会長・監事・相談役会議正副会長・監事・相談役会議

能
向
上
と
最
適
利
用
の
推
進

③
安
全
対
策
の
推
進
④
料
金

制
度
―
の
４
項
目
を
大
き
な

柱
と
し
て
い
る
も
の
（
要
望

書
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）。
特
に
、昨
年
10
月
に

東
京
都
調
布
市
で
発
生
し
た

陥
没
事
故
を
受
け
、
十
分
な

対
策
を
求
め
て
い
る
。

ほ
か
、
会
議
で
は
令
和
２

年
度
会
計
決
算
や
役
員
改
選

等
に
つ
い
て
了
承
し
た
。 髙橋高速協会長

（御殿場市）

高
速
協

施
策
の
充
実
な
ど
要
望
の
実

現
の
た
め
に
は
、
本
協
議
会

が
一
致
団
結
し
た
要
望
活
動

を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
述
べ
、
支
援
と
協
力

を
求
め
た
。

協
議
で
は
、
基
地
対
策
関

係
施
策
の
充
実
強
化
に
関
す

る
要
望
書
を
決
定
。

令
和
４
年
度
は
固
定
資
産

税
の
評
価
替
え
の
翌
年
度
と

な
り
、
３
年
に
一
度
の
基
地

交
付
金
・
調
整
交
付
金
の
増

額
確
保
の
年
度
と
な
る
こ
と

か
ら
、
基
地
交
付
金
・
調
整

交
付
金
（
総
務
省
所
管
）
の

増
額
確
保
に
つ
い
て
、
基
地

周
辺
対
策
経
費
（
防
衛
省
所

管
）
の
所
要
額
確
保
等
と
と

も
に
重
点
項
目
と
し
て
要
望

し
て
い
く
と
し
た
。

要
望
書
で
は
こ
の
ほ
か
、

▽
地
方
財
政
措
置
の
拡
充
▽

障
害
防
止
事
業
の
充
実
強
化

▽
住
宅
防
音
技
術
の
充
実
強

化
▽
基
地
周
辺
安
全
対
策
の

徹
底
等
▽
在
日
米
軍
の
再
編

に
伴
う
支
援
措
置
等
―
な
ど

を
要
望
項
目
と
し
て
掲
げ

た
（
要
望
書
は
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。
出
席
者

に
対
し
て
地
元
選
出
国
会
議

員
や
政
党
の
都
道
府
県
連
等

へ
の
働
き
か
け
を
求
め
、
翌

２
日
に
は
正
副
会
長
・
相
談

役
に
よ
る
要
望
活
動
を
行
う

と
し
た
。

そ
の
後
、
今
後
の
会
議
・

要
望
活
動
日
程
、
来
年
２
月

開
催
予
定
の
第
85
回
総
会
で

行
わ
れ
る
役
員
改
選
に
つ
い

て
協
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案

通
り
了
承
し
た
。

ま
た
、
会
議
で
は
総
務
省

の
田
辺
康
彦
自
治
税
務
局
固

定
資
産
税
課
長
が
「
基
地
交

付
金
・
調
整
交
付
金
の
現
状

と
課
題
」、
防
衛
省
の
品
川

高
浩
地
方
協
力
局
総
務
課
長

が
「
令
和
３
年
度
予
算
基
地

周
辺
対
策
経
費
」
と
題
し
て

講
師
説
明
を
行
っ
た
。

本
会
基
地
協
議
会
は
７
月

２
日
、
都
内
で
基
地
関
係
国

会
議
員
と
の
情
報
連
絡
会
を

開
催
し
た
。

当
日
は
長
峯
誠
参
議
院
外

交
防
衛
委
員
長
、
大
塚
拓
自

民
党
国
防
部
会
長
、
寺
田
稔

自
民
党
副
幹
事
長
が
出
席
し
、

協
議
会
の
要
望
事
項
な
ど
に

つ
い
て
本
会
基
地
協
か
ら
の

出
席
者
と
意
見
交
換
を
行
っ

た
。冒

頭
、
藤
本
会
長
は
要
望

陳
述
を
兼
ね
た
あ
い
さ
つ
と

し
て
、
前
日
開
催
の
理
事
会

で
決
定
し
た
要
望
書
に
沿
い
、

基
地
交
付
金
・
調
整
交
付
金

の
増
額
確
保
や
基
地
周
辺
対

策
経
費
の
所
要
額
確
保
な
ど

を
求
め
た
。

意
見
交
換
で
は
、
出
席
市

町
か
ら
国
会
議
員
に
対
し
、

▽
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備

調
整
交
付
金
の
補
助
対
象
事

長峯参議院
外交防衛委員長

大塚自民党国防部会長

第第
100100
回
理
事
会

回
理
事
会

基
地
関
係
議
員
と

基
地
関
係
議
員
と

情

報

連

絡

会

情

報

連

絡

会

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会

調
整
交
付
金

基
地
交
付
金

増
額
確
保
要
望

増
額
確
保
要
望

寺田自民党副幹事長
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北村参議院議員（左から3人目） 寺田自民党副幹事長（左から3人目）

武田総務大臣（左から3人目）

業
お
よ
び
要
件
緩
和
、
一

括
配
分
▽
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
特
別

交
付
分
の
来
年
度
以
降
の

交
付
、
演
習
中
止
の
場
合

の
交
付
▽
防
音
・
騒
音
対

策
の
徹
底
▽
オ
ス
プ
レ
イ

柏原市役所新庁舎
（写真提供＝柏原市）

▽
柏
原
市
（
大
阪
府
）

〒
５
８
２
―
８
５
５
５

安
堂
町
１
―
55

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

議
会
フ
ロ
ア
は
５
階
。
最

上
階
に
配
置
さ
れ
た
議
場
は

軽
量
で
薄
く
柔
ら
か
な
膜
材

料
の
天
井
を
採
用
し
、
万
が

一
地
震
な
ど
で
落
下
し
て
も

被
害
が
少
な
い
構
造
と
な
っ

て
い
る
。

新
庁
舎
落
成

▽
丸
亀
市
（
香
川
県
）

〒
７
６
３
―
８
５
０
１

丸
亀
市
大
手
町
２
―
４
―
21

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

議
会
フ
ロ
ア
は
５
階
。
傍

聴
者
エ
リ
ア
に
は
難
聴
者
向

け
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
が

設
け
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
親

子
室
も
配
置
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
委
員
会
室
や
全
員
協

議
会
室
は
可
動
式
の
間
仕
切

り
壁
に
よ
り
、
一
体
的
な
利

用
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

丸亀市役所新庁舎
（写真提供＝丸亀市）

議場
（同左）

議場
（同左）

大西防衛大臣政務官（左から3人目）

に
関
す
る
情
報
提
供
、
低

周
波
振
動
の
調
査
お
よ
び

対
策
―
な
ど
を
要
望
。

出
席
し
た
国
会
議
員
か

ら
は
、「
地
元
選
出
議
員
や

首
長
な
ど
も
巻
き
込
ん
で

大
き
く
声
を
挙
げ
て
い
た

だ
き
た
い
。
我
々
も
し
っ

か
り
動
き
、
関
係
省
庁
な

ど
に
働
き
か
け
て
い
く
」

と
い
う
旨
の
回
答
が
あ
っ

た
。

概算要求前概算要求前

正副会長・相談役  要望

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

基
地
協

情
報
連
絡
会
終
了
後
、

正
副
会
長
・
相
談
役
市
町
は

関
係
省
庁
・
国
会
議
員
に
対

し
て
要
望
活
動
を
実
施
し

た
。

【
要
望
参
加
者
】

▽
藤
本
泰
也
会
長
（
岩
国

市
）
▽
野
沢
宏
紀
会
長
職

務
代
理
（
恵
庭
市
）
▽
日

向
清
一
副
会
長
（
滝
沢
市
）

▽
若
月
学
副
会
長
（
新
発

田
市
）
▽
浜
田
千
秋
副
会

長
（
和
泉
市
）
▽
亀
田
博

副
会
長
（
下
関
市
）
▽
永

友
繁
喜
副
会
長
（
宮
崎
県

新
富
町
）
▽
寺
田
弘
子
相

談
役
（
相
模
原
市
）
▽
大

野
忠
之
相
談
役
（
横
須
賀

市
）
▽
吉
澤
弘
相
談
役
（
大

和
市
）

【
要
望
先
】

▽
武
田
良
太
総
務
大
臣
▽

大
西
宏
幸
防
衛
大
臣
政
務

官
▽
寺
田
稔
自
民
党
副
幹

事
長
▽
北
村
経
夫
参
議
院

議
員
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長

野

市

第2回第 2回

市　章

  

議

長

の

話

議

長

の

話

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
37
万
２
６
５
０
人

（
令
和
３
年
６
月
１
日
）

▽
面
積　
８
３
４・８
１
㎢

▽
歴
史
・
沿
革
　
古
く
か
ら

「
三
国
一
の
霊
場
」
善
光
寺

の
門
前
町
と
し
て
栄
え
、
江

戸
時
代
に
は
北
国
街
道
の
宿

場
町
と
し
て
も
賑
わ
っ
た
。

明
治
22
年
に
長
野
町
と
な
り
、

同
30
年
4
月
市
制
施
行
。
平

成
11
年
4
月
中
核
市
に
移
行

し
た
。
そ
の
後
、
2
町
４
村

を
合
併
、
現
在
に
至
る
。
平

成
２８
年
２
月
に
連
携
中
枢
都

市
宣
言
し
、
翌
月
、
近
隣
８

市
町
村
と
連
携
協
約
を
締
結

し
た
。

が
決
ま
り
、
議
員
ら
か
ら
は

安
堵
と
喜
び
の
反
応
。
市
議

会
は
早
速
、
手
順
確
認
な
ど

開
催
準
備
に
余
念
が
な
い
。

▽
シ
ン
ボ
ル　
市
章
は「
長
」

の
字
を
単
純
化
し
、
円
形
の

図
柄
と
し
た
。
青
竹
色
は
青

空
、澄
ん
だ
水
の
「
青
」
と
、

木
々
、
草
花
を
表
す
「
緑
」

の
融
合
し
た
色
で
、
豊
か
な

自
然
と
共
生
し
、
発
展
す
る

市
の
姿
を
象
徴
し
て
い
る
。

市
の
花
は
リ
ン
ゴ
の
花
。
市

の
木
は
「
信
濃
」
の
語
源

と
の
説
も
あ
る
シ
ナ
ノ
キ
。

【
議
会
の
概
要
】　

▽
議
員
定
数　

39
人
（
現

在・男
性
30
人
、
女
性
9
人
）

▽
前
回
選
挙　
令
和
元
年
９

月
15
日
。
立
候
補
52
人
。
投

票
率
40・31
％　

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
昨
年
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
全
国

市
議
会
議
長
会
の
「
第
15
回

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
長
野
」

が
中
止
と
な
っ
た
。
準
備
万

端
整
え
て
い
た
開
催
地
の
長

野
市
議
会
に
は
無
念
の
結
果

と
な
っ
た
が
、
来
年
の
第
17

回
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
長
野
開
催

長
野
市
は
、
長
野
県
の
北

部
に
位
置
し
、
悠
々
と
し
た

山
々
に
囲
ま
れ
、
善
光
寺
を

中
心
に
栄
え
た
門
前
町
で

す
。
数
え
年
で
７
年
に
一
度

の
善
光
寺
「
御
開
帳
」
が
１

年
延
期
さ
れ
、
令
和
４
年
４

月
か
ら
６
月
に
か
け
て
88
日

間
開
催
の
予
定
で
す
。
ま

た
、
同
年
１０
月
に
は
全
国
市

議
会
議
長
会
の
研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

た
戸
隠
や
真
田
十
万
石
の
城

下
町
松
代
の
歴
史
あ
る
街
並

み
な
ど
、
四
季
折
々
の
自
然

の
美
し
さ
を
楽
し
め
る
長
野

に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 小泉栄正議長

松代の文武学校
（写真提供＝長野市）

副
会
長

部
会
長

紹
介
紹
介

市

※
長
野
市
は
副
会
長
、
部
会

長
の
双
方
を
兼
務
。

議
会
人
事

▼
議
長

▽
藤
沢	

佐
賀
和
樹（
5・13
）

▽
鶴
ヶ
島	

山
中
基
充（
5・13
）

▽
宇
部	

河
崎　
運（
5・13
）

▽
み
ど
り	

古
田
島
和
茂

	

（
5・14
）

▽
茂
原	

中
山
和
夫（
5・14
）

▽
豊
明	

一
色
美
智
子（
5・14
）

▽
三
木	

大
西
秀
樹（
5・14
）

▽
松
江	

立
脇
通
也（
5・14
）

▽
宇
城	

園
田
幸
雄（
5・14
）

▽
砺
波	

川
辺
一
彦（
5・17
）

▽
府
中	

村
崎
啓
二（
5・17
）

▽
藤
岡	

大
久
保
協
城（
5・17
）

▽
館
山	

石
井
敬
之（
5・17
）

▽
習
志
野	

清
水
大
輔（
5・17
）

▽
印
西	

中
澤
俊
介（
5・17
）

▽
三
島	

川
原
章
寛（
5・17
）

▽
湖
西	

馬
場　
衞（
5・17
）

▽
日
進	

武
田
治
敏（
5・17
）

▽
貝
塚	

谷
口
美
保
子（
5・17
）

▽
新
居
浜	

山
本
健
十
郎

	

（
5・17
）

▽
旭
川	

中
川
明
雄（
5・18
）

▽
長
岡	

松
井
一
男（
5・18
）

▽
魚
津	
久
保
田
満
宏（
5・18
）

▽
青
梅	
鴨
居
孝
泰（
5・18
）

▽
国
立	
青
木　
健（
5・18
）

▽
横
浜	

清
水
富
雄（
5・18
）

▽
山
梨	

矢
崎
和
也（
5・18
）

▽
日
立	

蛭
田
三
雄（
5・18
）

▽
真
岡	

久
保
田
武（
5・18
）

▽
高
崎	

白
石
隆
夫（
5・18
）

▽
安
中	

吉
岡
完
司（
5・18
）

▽
飯
能	

中
元　
太（
5・18
）

▽
狭
山	

太
田
博
希（
5・18
）

▽
成
田	

雨
宮
真
吾（
5・18
）

▽
佐
倉	

平
野
裕
子（
5・18
）

▽
名
古
屋	

服
部
将
也（
5・18
）

▽
碧
南	

林
田　
要（
5・18
）

▽
尾
張
旭	

片
渕
卓
三（
5・18
）

▽
四
日
市	

樋
口
博
己（
5・18
）

▽
池
田	

前
田　
敏（
5・18
）

▽
高
槻	

吉
田
忠
則（
5・18
）

▽
八
尾	

奥
田
信
宏（
5・18
）

▼
副
議
長

▽
藤
沢	

大
矢　
徹（
5・13
）

▽
鶴
ヶ
島	

内
野
嘉
広（
5・13
）

▽
宇
部	

岩
村　
誠（
5・13
）

▽
み
ど
り	

杉
山
英
行（
5・14
）

▽
茂
原	

田
畑　
毅（
5・14
）

▽
豊
橋	

向
坂
秀
之（
5・14
）

▽
豊
明	

三
浦
桂
司（
5・14
）

▽
三
木	

板
東
聖
悟（
5・14
）

▽
松
江	

野
々
内
誠（
5・14
）

▽
宇
城	

福
永
貴
充（
5・14
）

▽
日
田	

坂
本
盛
男（
5・14
）

▽
砺
波	

山
田
順
子（
5・17
）

▽
府
中	

西
村　
陸（
5・17
）

▽
館
山	

望
月　
昇（
5・17
）

▽
習
志
野	

鮎
川
由
美（
5・17
）

▽
印
西	

玉
木　
実（
5・17
）

▽
三
島	

中
村　
仁（
5・17
）

▽
春
日
井	

梶
田
高
由（
5・17
）

▽
日
進	

渡
邊
明
子（
5・17
）

▽
貝
塚	

中
川　
剛（
5・17
）

▽
新
居
浜	

藤
田
誠
一（
5・17
）

▽
旭
川	

え
び
な
信
幸（
5・18
）

▽
長
岡	

山
田
省
吾（
5・18
）

▽
魚
津	

松
倉　
勇（
5・18
）

▽
青
梅	

結
城
守
夫（
5・18
）

▽
国
立	

藤
田
貴
裕（
5・18
）

▽
横
浜	

髙
橋
正
治（
5・18
）

▽
山
梨	

土
屋
裕
紀（
5・18
）

▽
日
立	

吉
田
修
一（
5・18
）

▽
真
岡	

七
海
朱
美（
5・18
）

▽
高
崎	

片
貝
喜
一
郎（
5・18
）

▽
安
中	

遠
間
大
和（
5・18
）

▽
飯
能	

関
田
直
子（
5・18
）

▽
狭
山	

土
方
隆
司（
5・18
）

▽
成
田	

荒
木　
博（
5・18
）

▽
佐
倉	

高
木
大
輔（
5・18
）

▽
名
古
屋	

中
村　
満（
5・18
）

▽
碧
南	

鈴
木
良
和（
5・18
）

▽
尾
張
旭	

川
村
つ
よ
し

	

（
5・18
）

▽
四
日
市	

樋
口
龍
馬（
5・18
）

▽
池
田	

西
垣　
智（
5・18
）

▽
高
槻	

平
田
裕
也（
5・18
）

▽
八
尾	

五
百
井
真
二（
5・18
）

▼
事
務
局
長

▽
み
ど
り	

阿
左
美
恭
一

	

（
4・1
）

▽
八
尾	

大
谷
め
ぐ
み（
4・1
）

久く
ぼ
い
保
居
光こ

う
い
ち
ろ
う

一
郎
氏
（
那

須
烏
山
市
議
会
議
長
）７
月

２
日
逝
去
、
72
歳
。
告
別
式

は
７
月
８
日
、
市
内
で
執
り

行
わ
れ
た
。
喪
主
は
妻
の
マ

リ
子
さ
ん
。

訃  

報


